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東
ア
ジ
ア
の
近
代
を
租
界
、
満
洲
国
、
メ
デ
ィ
ア
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

切
り
口
か
ら
意
欲
的
に
読
み
解
い
て
き
た
貴
志
俊
彦
氏
が
、
次
な
る
対

象
と
し
て
選
ん
だ
の
が
「
流
行
歌
」
で
あ
る
。
一
見
す
る
と
テ
レ
ビ
の

歌
番
組
の
よ
う
な
書
名
だ
が
、
内
容
は
歴
史
学
者
ら
し
く
な
か
な
か
重

い
。
本
書
の
構
成
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
（
章
タ
イ
ト
ル
の
み
、
各
節

の
タ
イ
ト
ル
は
省
略
）。

序
章　
「
帝
国
圏
」
と
「
華
語
圏
」
の
流
行
歌

第
一
章　

東
西
音
楽
の
融
合
─
─
ダ
ン
ス
音
楽
と
レ
コ
ー
ド
歌
謡
の

　
　
　
　

幕
開
け

第
二
章　

ラ
ジ
オ
と
ト
ー
キ
ー
映
画
─
─
抵
抗
と
啓
蒙
か
ら
生
ま
れ

　
　
　
　

た
流
行
歌

第
三
章　

一
九
三
〇
年
代
─
─
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
流
行
歌
の
時
代

流
行
歌
が
映
し
出
す
時
代
の
影

榎
本　

泰
子

Book Review

四六判　284頁
岩波書店

［2415円］

第
四
章　

戦
争
と
流
行
歌
─
─
「
軍
歌
」「
戦
時
歌
謡
」vs.
ジ
ャ
ズ

　
　
　
　

ソ
ン
グ

第
五
章　

戦
争
の
残
影
─
─
戦
後
直
後
の
流
行
歌
の
光
と
影

第
六
章　

植
民
地
と
革
命
の
継
続
─
─
香
港
と
中
国

終
章　
「
歌
」
の
解
放
？　

そ
れ
と
も
分
断
？

　

著
者
は
序
章
で
、
本
書
の
目
的
を
「
流
行
歌
が
成
立
す
る
二
〇
世
紀

初
頭
か
ら
、
そ
れ
が
衰
退
す
る
六
〇
年
代
末
頃
ま
で
の
東
ア
ジ
ア
の
流

行
歌
を
、
時
代
性
・
地
域
性
・
社
会
性
の
三
つ
の
側
面
か
ら
説
き
起
こ

す
こ
と
」
と
す
る
（
五
頁
）。
日
本
で
「
流
行
歌
」
と
い
う
名
称
が
定

着
し
た
の
は
一
九
三
〇
年
代
と
さ
れ
（
七
頁
）、
す
で
に
レ
コ
ー
ド
と

い
う
音
楽
産
業
が
発
達
し
て
い
た
だ
け
で
な
く
、
ラ
ジ
オ
・
ト
ー
キ
ー

映
画
・
グ
ラ
ビ
ア
雑
誌
な
ど
の
「
多
様
な
媒
体
が
流
行
歌
を
生
み
だ
す

貴
志
俊
彦
著

東
ア
ジ
ア
流
行
歌
ア
ワ
ー

―
―
越
境
す
る
音 

交
錯
す
る
音
楽
人 
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装
置
と
し
て
登
場
し
て
い
た
」（
一
五
頁
）。
東
京
・
大
阪
を
は
じ
め
、

上
海
・
香
港
・
台
北
・
台
南
・
ソ
ウ
ル
（
旧
・
京
城
）
な
ど
東
ア
ジ
ア

の
諸
都
市
で
、多
少
の
時
間
差
は
あ
れ
同
じ
状
況
が
見
ら
れ
た
と
い
い
、

楽
曲
そ
の
も
の
や
、
音
楽
人
（
歌
手
、
演
奏
家
、
作
曲
家
、
作
詞
家
）
の

往
来
を
広
い
視
野
で
把
握
し
よ
う
と
し
た
の
が
本
書
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
個
人
の
回
想
録
な
ど
を
別
と
し
て
、
音
楽
の
「
越
境
」
に

つ
い
て
は
十
分
に
語
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
ク
ラ
シ
ッ
ク
に
し
て
も

ジ
ャ
ズ
に
し
て
も
、「
西
洋
か
ら
東
洋
へ
」
と
い
う
受
容
の
歴
史
は
多

く
研
究
さ
れ
て
き
た
が
、
東
洋
の
各
地
域
・
都
市
の
間
で
ど
の
よ
う
な

伝
播
の
状
況
が
あ
っ
た
の
か
を
明
確
に
記
し
た
も
の
は
少
な
い
。
本
書

の
最
大
の
功
績
は
「
流
行
歌
」（
ジ
ャ
ズ
ソ
ン
グ
を
含
む
）
に
関
し
て
、「
越

境
」
の
あ
り
さ
ま
を
網
羅
的
に
記
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
李
香
蘭
（
山

口
淑
子
）
が
歌
と
演
技
を
も
っ
て
日
本
や
満
洲
、
上
海
等
を
自
在
に
往

来
し
た
こ
と
は
彼
女
の
自
伝
を
通
じ
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
淡
谷

の
り
子
が
一
九
三
〇
年
代
の
日
本
に
お
け
る
「
ア
リ
ラ
ン
」
ブ
ー
ム
の

担
い
手
の
一
人
で
あ
っ
た
と
か
（
五
四
頁
）、
代
表
曲
「
別
れ
の
ブ
ル
ー

ス
」（
一
九
三
七
年
）
が
当
初
日
本
国
内
で
は
売
れ
ず
、「
関
東
州
や
満

洲
で
火
が
つ
き
、
長
崎
、
神
戸
、
大
阪
、
横
浜
と
東
上
し
、
つ
い
に
東

京
で
爆
発
的
な
ヒ
ッ
ト
を
し
た
」（
九
六
頁
）
こ
と
な
ど
は
、「
越
境
」

の
実
例
と
し
て
興
味
深
い
。

　

本
書
は
近
年
活
字
以
外
の
メ
デ
ィ
ア
に
注
目
し
て
き
た
著
者
が
、
本

格
的
に
レ
コ
ー
ド
を
取
り
上
げ
た
研
究
の
成
果
で
あ
る
。
序
章
で
紹
介

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
大
阪
の
国
立
民
族
学
博
物
館
に
は
戦
前
の
コ
ロ

ム
ビ
ア
・
レ
コ
ー
ド
の
原
盤
が
大
量
に
保
存
さ
れ
て
お
り
、す
で
に
デ
ィ

ス
コ
グ
ラ
フ
ィ
ー
（
レ
コ
ー
ド
目
録
）
が
編
纂
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
こ

れ
を
元
に
し
た
共
同
研
究
が
現
在
も
続
い
て
い
る
（
こ
う
し
た
日
本
国
内

の
研
究
動
向
の
み
な
ら
ず
、
中
国
・
香
港
・
台
湾
・
韓
国
で
公
刊
さ
れ
た
基
礎

資
料
に
つ
い
て
、「
コ
ラ
ム
」
と
し
て
各
章
で
解
説
さ
れ
て
い
る
の
も
あ
り
が

た
い
）。
音
楽
は
演
奏
さ
れ
れ
ば
そ
の
場
で
消
え
て
し
ま
う
が
、
レ
コ
ー

ド
と
い
う
音
の
記
録
が
ど
の
よ
う
に
移
動
し
た
か
を
追
究
す
る
こ
と

で
、
各
地
域
・
都
市
の
間
で
一
つ
の
楽
曲
が
ど
の
よ
う
に
伝
わ
っ
た
か

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
書
で
は
レ
コ
ー
ド
の
生
産
・
販

売
・
流
通
に
つ
い
て
の
記
述
が
要
所
要
所
で
行
わ
れ
、
レ
コ
ー
ド
会
社

ど
う
し
の
競
争
や
レ
ー
ベ
ル
の
盛
衰
に
つ
い
て
も
詳
し
い
。
あ
る
音
盤

が
ど
こ
で
録
音
さ
れ
ど
こ
で
プ
レ
ス
さ
れ
た
か
と
い
う
情
報
か
ら
も
、

都
市
と
都
市
の
関
係
性
や
時
代
状
況
を
読
み
取
ろ
う
と
す
る
。
た
と
え

ば
「
華
語
圏
」
流
行
歌
の
中
心
は
戦
前
は
上
海
で
あ
っ
た
が
、
戦
後
は

香
港
に
移
動
し
た
こ
と
に
関
し
て
こ
う
説
明
す
る
。

「
こ
の
頃
の
百
代
の
レ
ー
ベ
ル
に
は
、戦
前
の「
上
海
百
代
公
司
唱
片
」

の
名
称
か
ら
「
上
海
」
の
二
字
が
消
え
て
お
り
、た
ん
に
「
百
代
（
公

司
）唱
片
」と
い
う
シ
ン
プ
ル
な
名
称
が
印
刷
さ
れ
て
い
る
だ
け
だ
っ

た
。
し
か
も
、
レ
コ
ー
ド
・
レ
ー
ベ
ル
に
は
、
録
音
が
香
港
、
プ
レ
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ス
が
イ
ン
ド
と
印
刷
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
百
代
が
イ
ギ
リ
ス

系
の
E

　

M
　

I
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
レ
コ
ー
ド
・
プ
レ
ス
の
設
備
が

な
か
っ
た
香
港
に
代
わ
り
、
戦
後
イ
ギ
リ
ス
か
ら
独
立
し
た
イ
ン
ド

で
レ
コ
ー
ド
の
プ
レ
ス
を
し
て
い
る
点
は
興
味
深
い
」（
二
二
八
頁
）。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
動
画
サ
イ
ト
で
は
香
港
や
台
湾
の
収
集
家
と
思

わ
れ
る
人
々
が
貴
重
な
音
源
を
公
開
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
一
部
の

マ
ニ
ア
が
共
有
し
て
い
た
よ
う
な
情
報
を
、
本
書
は
研
究
の
レ
ベ
ル
に

引
き
上
げ
平
明
に
書
き
起
こ
し
て
く
れ
た
。
私
自
身
も
上
海
や
香
港
な

ど
で
古
い
流
行
歌
の
C

　

D
を
買
い
集
め
た
時
期
が
あ
っ
た
が
、
整
理
し

き
れ
ず
段
ボ
ー
ル
箱
に
詰
め
て
あ
っ
た
そ
れ
ら
に
、
本
書
は
歴
史
的
な

見
取
り
図
を
与
え
て
く
れ
た
よ
う
に
感
じ
る
。

　

た
だ
し
本
書
の
価
値
は
、
東
ア
ジ
ア
の
近
代
史
や
上
海
・
香
港
な
ど

の
文
化
状
況
を
あ
る
程
度
わ
か
っ
て
い
る
読
者
で
な
い
と
伝
わ
り
に
く

い
面
が
あ
る
。
本
来
「
越
境
」
は
「
境
」
が
あ
る
（
と
信
じ
ら
れ
て
い
る
）

時
に
そ
れ
を
乗
り
越
え
る
お
も
し
ろ
さ
が
あ
る
の
だ
が
、
著
者
は
あ
ら

か
じ
め
日
本
と
そ
の
植
民
地
を
軸
と
し
た
「
帝
国
圏
」
と
、
中
国
か
ら

香
港
を
経
て
東
南
ア
ジ
ア
の
華
僑
社
会
に
つ
な
が
る
「
華
語
圏
」
と
い

う
広
い
「
流
行
歌
の
地
政
圏
」
を
前
提
と
し
て
い
る
の
で
（
一
六
頁
）、

各
地
域
・
都
市
の
状
況
は
並
列
的
に
書
か
れ
る
の
み
で
個
別
の
背
景
等

は
さ
ら
り
と
流
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
歌
の
タ
イ
ト
ル
や
人
名
な
ど
の
情
報
量
が
多
く
、
巻
末
の
人
名

索
引
を
利
用
す
れ
ば
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
と
し
て
も
使
え
そ
う
な
反
面
、
全

体
と
し
て
や
や
羅
列
的
な
印
象
を
受
け
、
音
楽
が
あ
ま
り
生
き
生
き
と

聞
こ
え
て
こ
な
い
。
そ
も
そ
も
著
者
が
記
述
の
上
で
重
視
し
て
い
る
の

は
、
華
や
か
な
流
行
歌
と
い
う
「
光
」
よ
り
も
、
戦
争
や
植
民
地
支
配

と
い
っ
た
時
代
の
「
影
」
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
著
者
が
本
書
冒
頭

で
歌
詞
の
語
彙
分
析
は
し
な
い
と
宣
言
し
、
戦
争
や
植
民
地
支
配
と
い

う
時
代
背
景
の
中
で
「
音
楽
人
の
組
織
的
・
集
団
的
意
思
が
ど
こ
ま
で

貫
徹
で
き
た
か
を
考
え
る
と
、
歌
詞
の
内
容
だ
け
を
た
よ
り
に
表
象
的

な
意
味
論
を
展
開
す
る
だ
け
で
は
、
流
行
歌
を
め
ぐ
る
問
題
の
本
質
に

ど
れ
ほ
ど
に
近
づ
け
る
の
か
と
思
う
」（
五
頁
）
と
述
べ
て
い
る
こ
と

か
ら
も
よ
く
わ
か
る
。

　

し
か
し
時
折
、
音
楽
好
き
ら
し
い
著
者
が
貴
重
な
音
源
を
聴
い
た
時

の
興
奮
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
た
と
え
ば
か
の
「
東
洋
の
マ
タ
・
ハ
リ
」

川
島
芳
子
が
自
ら
歌
声
を
録
音
し
て
い
る
と
い
う
。
そ
の
一
つ
「
十
五

夜
の
娘
」（
作
詞
川
島
芳
子
、
モ
ン
ゴ
ル
民
謡
、
一
九
三
三
年
）
は
「
い
さ

さ
か
調
子
は
ず
れ
の
芳
子
の
歌
を
、
コ
ロ
ム
ビ
ア
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の

伴
奏
が
な
ん
と
か
タ
ン
ゴ
の
曲
と
し
て
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
る
」（
九
二

頁
）。
モ
ン
ゴ
ル
民
謡
を
一
体
ど
の
よ
う
に
編
曲
す
れ
ば
タ
ン
ゴ
に
な

る
の
か
わ
か
ら
な
い
が
、
こ
れ
も
ジ
ャ
ン
ル
の
「
越
境
」
と
言
え
る
の

か
も
し
れ
な
い
。
こ
う
し
た
読
む
者
が
耳
を
そ
ば
だ
て
る
よ
う
な
記
述

が
も
っ
と
あ
れ
ば
、
本
書
は
よ
り
幅
広
い
読
者
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
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き
た
だ
ろ
う
。

　

そ
れ
で
も
本
書
が
各
国
の
文
献
や
音
声
・
映
像
資
料
を
渉
猟
し
た
労

作
で
あ
る
こ
と
に
か
わ
り
は
な
い
。
植
民
地
支
配
下
の
朝
鮮
か
ら
戦
後

の
韓
国
に
至
る
流
行
歌
の
流
れ
な
ど
、
こ
れ
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
こ
と

も
多
か
っ
た
。
ま
た
個
人
的
に
は
上
海
租
界
の
音
楽
人
の
交
流
に
つ
い

て
書
か
れ
た
部
分
を
興
味
深
く
読
ん
だ
。私
は
近
年
、上
海
の
ラ
イ
シ
ャ

ム
・
シ
ア
タ
ー
（
蘭
心
大
戯
院
、
錦
江
飯
店
の
裏
手
に
現
存
）
を
め
ぐ
る
共

同
研
究
に
参
加
し
て
お
り
（
代
表
＝
大
橋
毅
彦
・
関
西
学
院
大
学
教
授
）、

一
九
三
〇
年
代
か
ら
四
〇
年
代
に
か
け
て
の
劇
場
芸
術
の
様
相
を
明
ら

か
に
し
て
き
た
。
演
劇
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
、
バ
レ
エ
な
ど
、
主
に
租
界

在
住
の
外
国
人
を
主
体
と
す
る
芸
術
の
殿
堂
で
あ
っ
た
ラ
イ
シ
ャ
ム
・

シ
ア
タ
ー
は
、
日
本
軍
支
配
下
に
な
る
と
中
国
人
に
対
す
る
文
化
工
作

の
舞
台
と
な
る
。
本
書
第
四
章
第
六
節
で
紹
介
さ
れ
る
「
戦
時
上
海
の

音
楽
イ
ベ
ン
ト
」
は
ま
さ
に
そ
の
あ
た
り
の
こ
と
を
書
い
て
い
る
が
、

日
本
側
の
関
与
の
度
合
い
に
つ
い
て
は
記
述
が
あ
い
ま
い
で
あ
る
。
補

足
的
に
述
べ
る
と
す
れ
ば
、
工
部
局
が
管
理
運
営
し
て
き
た
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
を
引
き
継
ぐ
た
め
に
日
本
側
が
設
立
し
た
「
上
海
音
楽
協
会
」
が
、

時
局
の
悪
化
と
と
も
に
ク
ラ
シ
ッ
ク
だ
け
で
な
く
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
に
手
を

出
し
、
よ
り
直
接
的
に
中
国
人
市
民
に
ア
ピ
ー
ル
し
よ
う
と
し
た
、
と

い
う
の
が
私
の
見
立
て
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
関
連
し
本
書
一
六
八
頁
か
ら
一
七
三
頁
に
か
け
て
、

一
九
四
四
年
一
〇
月
か
ら
終
戦
直
前
ま
で
に
開
か
れ
た
流
行
歌
の
演
奏

会
が
い
く
つ
か
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
舞
台
と
し
て
「
光
明
大
戯
院
」
と

何
度
も
出
て
来
る
が
、「
大
光
明
大
戯
院
」（
グ
ラ
ン
ド
・
シ
ア
タ
ー
）
の

誤
り
で
あ
ろ
う
。
ま
た
作
曲
家
の
陳
歌
辛
が
こ
の
時
期
日
本
側
と
協
力

関
係
に
あ
り
、
彼
の
作
品
が
数
多
く
歌
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
言
及
さ
れ
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る
。
服
部
良
一
が
主
導
し
た
李
香
蘭
の
リ
サ
イ
タ
ル
で
も
陳
歌
辛
の

ヒ
ッ
ト
曲
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
し
か
し
そ
の
わ
ず
か
一
週
間
後
に
陳

歌
辛
の
作
品
の
み
で
構
成
さ
れ
た
大
音
楽
会
が
開
か
れ
、
周
璇
、
白
虹
、

李
香
蘭
な
ど
の
ト
ッ
プ
ス
タ
ー
が
顔
を
揃
え
た
こ
と
は
書
き
落
と
さ
れ

て
い
る
。
関
心
の
あ
る
向
き
は
拙
稿
「
中
国
音
楽
史
か
ら
消
え
た
流
行

歌
─
─
も
う
一
つ
の
﹁
夜
来
香
ラ
プ
ソ
デ
ィ
ー
﹂」（『
東
洋
史
研
究
』
第

六
九
巻
第
三
号
、
二
〇
一
〇
年
一
二
月
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
ち
な
み
に

本
書
で
も
言
及
さ
れ
て
い
る
『
上
海
老
歌
名
典
』
を
編
纂
し
、
中
国
流

行
歌
の
復
権
に
尽
力
し
て
い
る
陳
鋼
（
上
海
音
楽
学
院
教
授
）
は
陳
歌
辛

の
息
子
で
あ
る
。陳
歌
辛
は
戦
時
中
の
日
本
軍
へ
の
協
力
を
理
由
に「
右

派
」
と
さ
れ
、
労
働
改
造
に
送
ら
れ
た
ま
ま
亡
く
な
っ
た
。

　

著
者
は
今
日
の
「
自
由
さ
」
が
「
音
楽
を
究
極
的
な
ま
で
に
個
人
的

な
も
の
と
し
、
文
化
産
業
と
し
て
の
音
楽
を
危
機
的
な
状
況
に
追
い

や
っ
て
い
る
」（
二
六
〇
頁
）
と
述
べ
る
。
し
か
し
レ
コ
ー
ド
が
担
う「
流

行
歌
」の
時
代
は
終
わ
っ
て
も
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
新
た
な
メ
デ
ィ

ア
に
よ
っ
て
「
越
境
」
は
さ
ら
に
容
易
に
な
り
、
東
ア
ジ
ア
ど
こ
ろ
か

全
世
界
の
人
々
が
同
じ
一
つ
の
歌
に
熱
狂
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ

た
。
P

　

S
　

Y
の
「
江
南
ス
タ
イ
ル
」
な
ど
を
挙
げ
る
ま
で
も
な
く
、「
流

行
」
と
い
う
現
象
は
今
後
も
な
く
な
ら
な
い
だ
ろ
う
し
、
時
代
が
求
め

る
歌
を
生
み
だ
そ
う
と
す
る
人
々
の
努
力
や
情
念
も
尽
き
る
こ
と
は
な

い
だ
ろ
う
。
音
楽
を
め
ぐ
る
歴
史
は
今
も
進
行
中
で
あ
る
。

（
え
の
も
と
・
や
す
こ　

中
央
大
学
）

民
国
期
美
術
探
究
シ
リ
ー
ズ
②
　『
近
代
中
国
美
術
の
胎
動
』
刊
行
記
念

グ
ル
ー
プ
レ
ク
チ
ャ
ー
「
近
代
中
国
美
術
の
諸
相
入
門
」

　

近
代
中
国
美
術
に
は
日
本
の
影
響
が
無
視
で
き
ま
せ
ん
。
こ
こ
に

注
目
し
て『
近
代
中
国
美
術
の
胎
動
』︵
勉
誠
出
版
︶を
刊
行
し
ま
し
た
。

執
筆
者
が
平
易
な
言
葉
で
近
代
中
国
美
術
と
日
本
を
語
る
機
会
を
設

け
ま
し
た
。
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
：
3
月
9
日
（
日
）
13
時
～
17
時
（
12
時
30
分
開
場
）
▼
場

所
：
ア
カ
デ
ミ
ー
文
京
／
学
習
室
（
東
京
・
文
京
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー 

〒112-8555 

文
京
区
春
日1-16-21　

後
楽
園
駅
･
春
日
駅
直
結
）

▼
主
催
：「
近
代
中
国
美
術
の
諸
相
入
門
」
レ
ク
チ
ャ
ー
実
行
委
員
会

（
協
力
・
日
中
藝
術
研
究
会
）
▼
講
師
と
内
容
（
順
不
同
）：
❖
「
模
古
」

の
真
意
は
何
処
に
―
金
城
の
絵
画
と
絵
画
論　

北
京
の
伝
統
画
壇
を

革
新
し
た
画
家
・
金
城
の
創
作
を
解
読
す
る　

戦
暁
梅
（
東
京
工
業

大
学
）
❖
民
国
期
の
伝
統
版
画
に
就
い
て　

魯
迅
と
鄭
振
鐸
が
復
刻

し
た
明
末
『
十
竹
斎
箋
譜
』
の
藝
術
性　

瀧
本
弘
之
（
著
述
家
）
❖

呉
昌
碩
が
日
本
に
も
た
ら
し
た
も
の　

清
朝
最
後
の
文
人
・
呉
昌
碩

は
日
本
に
何
を
与
え
た
の
か　

松
村
茂
樹
（
大
妻
女
子
大
学
）
❖
斎

藤
佳
三
と
林
風
眠　

東
京
美
術
学
校
の
斎
藤
佳
三
と
西
湖
藝
術
院
の

林
風
眠
の
知
ら
れ
ざ
る
交
流　

吉
田
千
鶴
子
（
東
京
藝
術
大
学
）
❖

呉
友
如
―
清
末
か
ら
民
国
へ　

近
代
中
国
の
生
ん
だ
「
イ
ラ
ス
ト
レ
ー

タ
ー
」
呉
友
如
―
そ
の
創
作
の
秘
密　

三
山
陵
（
大
東
文
化
大
学
）

▼
お
問
い
合
わ
せ
：
日
中
藝
術
研
究
会nichigeiken@

yahoo.co.jp
☆
参
加
申
込
み
は
日
中
藝
術
研
究
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.

geocities.jp/ncgeiken/

）
か
ら
☆
当
日
、
資
料
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
代

五
百
円
を
申
し
受
け
ま
す
（
事
前
申
込
み
割
引
あ
り
）。


